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研究成果の概要： 
新規触媒の創製により、原子効率 100%の不斉 4 置換炭素構築型反応の開発に成功し、医薬品
の環境調和型短工程合成の有力な手法となることを示した。 
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１．研究開始当初の背景 
従来型の反応開発は主に当該反応の進行に
のみ焦点を当てているため、過剰な試薬に由
来する副産物生成を伴うことが多い。一方で、
原子効率 100%のプロトン移動による人工不
斉触媒反応は、副産物を生成することなく、
目的化合物の立体選択的生成を可能とする
が、触媒設計が困難であり開発が立ち後れて
いるのが現状である。環境負荷の小さい 21
世紀の化学合成技術の推進には、後者の触媒
設計を強力に推し進めて行く必要があるこ
とは明らかである。 
 
 

２．研究の目的 
新規触媒の創製により、原子効率 100%の不
斉 4置換炭素構築型反応の開発し、重要医薬
品の環境調和型短工程合成へ応用する。 
 
 
３．研究の方法 
原子効率 100%のプロトン移動型反応で不斉
4 置換炭素構築を可能にするため、立体障害
が極めて小さく、また後の官能基変換にも有
利なアリリックシアニドを求核剤とし、ソフ
トルイス酸・ハードブレンステッド塩基型触
媒で反応促進を狙う。 
 

研究種目：若手研究(B) 

研究期間：2007 — 2008 

課題番号：19790008 

研究課題名（和文） 原子効率100％の触媒的不斉4置換炭素構築反応の開発とアロステ 

          リック制御への展開 

研究課題名（英文） Development of Catalytic Asymmetric Reactions for the Construction 

of Stereogenic Tetrasubstituted Carbon with 100% Atom-efficiency and Its Application 

to the Reactions with Allosteric Regulation  

研究代表者 

 熊谷 直哉（KUMAGAI NAOYA） 

 東京大学・大学院薬学系研究科・助教 

  研究者番号: 40431887 



４．研究成果 
ソフトルイス酸・ハードブレンステッド塩基
の組み合わせを種々検討し、アリリックシア
ニ ド の 活 性 化 を 試 み た と こ ろ 、
Ph-BPE/Cu/LiOAr 触媒が極めて有効で、ケ
トイミン及びケトンへの付加反応が容易に
進行することを見いだした。本反応は、HCN
以外での汎用性の高いプロトン移動型不斉 4
置換炭素構築型反応の初めての例である。 
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